
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白岡市議会議員 

 

これまでの活動をご報告し、白岡市の現状・課題などについて 2 時間に渡り話し合いました。 

 

市政報告会 2017 年 9 月 21 日にコミュニティセンターにて市政報告会を開催！ 

 

 

 

 

 

 

9 月議会が開催され多くの議案が審議されました。その主なものをご報告します。 

 

 

 

 

■ 

 

■ 

 

 

 

■平成 28年度の決算認定 

昨年度の決算が承認されました。決算で事業をチェ

ックし、次年度の予算編成に反映させます。市の財

政指標は健全ですが、若干財政の硬直化が見られま

す。さらなる自主財源の確保も課題です。 

 

■「任期付き職員・専門職員の採用規定」を制定 

業務量が増加している所に職員を増員します。前回

の議会で渡辺が質問した保育士不足に対応します。 

 

■新図書館の備品の購入を決定  

新図書館の本棚やカーテン等の備品を発注します。

人気投票によりロゴマークも決定しました。 

 

 

 

 

  

 

 

沢山の方にお越し頂きありがとうございました。頂いたご意見については既に調査を始めており、一

つ一つ優先順位を決めて取り組んでいきます。市政報告会は今後も定期的に開催していきます。 

 

 頂いたご意見・ご感想 

 ・保育負担を軽減してほしい。 

・歩道が十分整備されていない。 

・農業振興や農地保全に新しい

アイデアを活かしてほしい。 

・白岡の課題がよくわかった。 

・内容が濃かった。また来たい。 

・音楽の時間が楽しかった。 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【渡辺そういちろうPROFILE】 

衆議院議員平沢勝栄の公設秘書として政治活動に参加後、

2015 年春より白岡市議会議員として活動。総務委員会副委

員長。                  にて是非ご検索ください！ 

090-7197-6173      http://www.so-wat.net 

 

 

 

大山地域は豊かな自然環境や圏央道 IC 等があり、大きな

ポテンシャルを秘めた地域です。今後も大山地域の方々の

声に積極的に耳を傾け、地域の活性化に取り組んでいきた

いと思います。是非、お気軽にご意見等お寄せください！  

 

 

 

   

 

 

 

 

TO BE CONTINUED・・・ 

After 

 

渡辺そういちろう 

 

 

 

 

 

 

渡辺 

質問 

 

「市になって 5 年」 白岡は 2012年に町から市になりま

した。それからもう 5年。あっという間です。白岡のよう

に合併ではなくて、単独で市となるのは、県内では 1996

年の吉川市以来 16年ぶりです。市制施行 5周年を記念し

コミュニティセンターで祝典が開催され 

ました。当日は上田知事をはじめとする 

多くの来賓の方々がいらっしゃいました。 

 

 

 

がん撲滅運動に参加 

 

▶白岡の今注目の話題。 

 

諸活動 

陳情処理 

委員会活動 行政視察 

『グリーンツーリズムや柴山沼の整備は？』 ～人を呼び込む施策を～ 

 

『122号周辺の土地利用について市の考えは？』 ～道の駅、観光施設～ 

渡辺 

質問 

 

 

 

 

また、122 号周辺等の新たな土地利用についても考えていく必要が 

あります。圏央道の開通により大山地域の注目は高まっています。 

 

大山地域の自然環境は白岡市の重要な観光資源です。近年は

農家に民泊し田舎体験や農業体験を行う観光政策（グリーン

ツーリズム）が人気を得ています。白岡市においても大山地

域の地域活性化策の一つとして観光政策が考えられます。 

Q:グリーンツーリズム等の観光政策で交流人口の増加を図

れないか？また大山の方々からは、柴山沼の魅力をもっと引

き出してほしいという声を頂く。そのためにはさらなる環境

整備が必要だ。市内外から人を呼び込む視点で観光計画を策

定し、柴山沼の発展に向けた整備等に取り組んではどうか？  

未来に向けた土地利用を 

 

Q: 122 号周辺の土地利用は大山ひいては白岡の長期的な

発展のために重要な政策だ。道の駅や観光集客施設を望む声

もある。周辺の柴山沼等を含め一体的な地域の将来像を描く

べきと考える。地元の方々の意見を集約し、将来に向けた土

地利用を具体的に前に進めていくことが必要ではないか？  

 

市役所 

答弁 

市役所 

答弁 

 

 

A:観光は経済効果だけでな

く地域活性化にも繋がると考

えている。具体的な観光計画

の策定については、先進地 

を研究し、検討したい。 

 

 

A: まずは西部産業団地の北

側（皿沼地区）の土地利用を

進めていきたい。皿沼地区の

地権者に将来の土地利用の

意向調査を行う予定だ。 

 

 

 

大山地域の活性化を！ 

 


